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１．はじめに  

筆者らは，格子状補強シート工法 1)を軟弱地盤上でのクレーンの不同沈下対策へ適用するにあたって，地盤

の N 値に応じて許容接地圧を求めるための設計ノモグラムを整備した 2)．設計ノモグラムの作成には，Itasca

社が開発した有限差分法解析プログラムである FLAC3D 用いている．本報では，FLAC3D を用いた解析モデ

ルの妥当性について検証した結果を報告する． 

２．背景と目的 

 当工法を東京都内の鉄道橋改修工事に適用した．クレー

ン揚重作業時のクローラ近傍の沈下量計測結果 3)を図－1

に示す．同図には，設計時の沈下量分布を併記しているが，

現地計測結果は設計値の 1/5～1/2 と小さく，沈下モードも

設計時と異なる結果となった．図－1 の沈下量は，クレー

ンを設置した状態を初期値とした，揚重作業による沈下量

増分であり，クレーン作業前から揚重作業時までの総沈下

量は確認できていない．そこで，

解析精度の向上と総沈下量の評

価のため，三次元の再現解析を実

施した． 

３．施工条件のモデル化 

 三次元解析メッシュを図－2

に示す．設計時の解析メッシュ
4)と大きくは変わらないが，施工

条件を正確に再現するため，格子

状補強シート工法の敷設範囲を 7m×10m から 8m×10m に変

更し，地盤の表層安定用に敷設した土木シートを考慮するた

め，ジオグリット要素でモデル化した．敷き鉄板は，砕石と

の摩擦を考慮するためインターフェイス要素でモデル化した．

基礎地盤に対する動的コーン貫入試験結果を図－3 に示す．

設計時には，地盤条件として一層地盤でかつ保守的に N 値=2

と設定したが，再現解析では，多層地盤（8 層）に変更し動

的コーン貫入試験結果と圧密試験結果を基に設定した．原地

盤の解析物性値を表－1に示す．5m 以深（層 8）については，

動的コーン貫入試験結果が得られていないため，その上層（層

7）と同様の値を使用した．また，表中では紙面の都合上，原

地盤以外の解析物性値については割愛したが，砕石層は圧密
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図－1 設計沈下量と現地計測結果 
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図－2 三次元解析メッシュ 
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図－3 動的コーン貫入試験結果 
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試験，土木シートは引張試験，ジオジャケットは現地から回収した供試体の曲げ試験結果から各々設定した．  

４．再現解析結果  

4.1 揚重作業時の沈下量増分 

 揚重作業の前後の水準測量から求めた揚重作業による沈下量増分の実測値と解析値を図－4に示す．解析値

は揚重作業前後の沈下量の差分で算出した．測点①では，解析値が 1.1cm であるのに対し，実測値が 1.4cm で

あり，0.3cm 程度実測値が大きい値となった．測点④についても，測点①と同様に実測値が 0.3cm 程度大きな

値となった．測点②では，解析値および実測値がともに 1.0cm であった．また，測点③では，解析値は 0.7cm

であり，実測値は 0.8cm であった．わずかに解析値が実測値を上回っているが，沈下量増分はほぼ同程度であ

り，沈下モードについても概ね一致しているため，今回実施した解析は，現地での計測結果を精度良く再現で

きたと判断できる． 

4.2 総沈下量 

 解析によるクレーン作業前から揚重作業時までの総沈下量分布を図－5に示すとともに，抽出断面の結果を

図－4 中にも付記している．総沈下量は最大 4.5cm 程度であり，クレーン作業における安全上の目安 5)である

5cm を下回っており，解析的に安全性を確認することができた．これは，格子状補強シートによる効果である

と考えられる． 

５．まとめ 

90tクローラクレーン設置地盤の不同沈下対策として，

格子状補強シートを適用した際の現地計測の再現解析

を実施した．その結果，計測結果と沈下モードおよび

沈下量は概ね一致し，解析におけるモデル化方法の妥

当性を確認した．また，揚重作業時の最大沈下量は

4.5cm 程度であり，クレーン作業における安全上の目安
5)である 5cm を下回っており，安全性を確認できた． 
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表－1 原地盤の解析物性値 

圧密降伏応力pc せん断弾性係数G 体積弾性係数K
(kN/m2) (kN/m2) (kN/m2)

1 37.5 0.79 500 2,333
2 75.0 0.89 1,000 4,667
3 93.8 0.93 1,250 5,833
4 112.5 0.96 1,500 7,000
5 150.0 1.02 2,000 9,333
6 131.3 0.99 1,750 8,167
7 243.8 1.15 3,250 15,167
8 243.8 1.15 3,250 15,167

1.82修正
Cam-Clay 0.087 0.0046

層No. 構成則 圧縮指数λ 膨張指数κ 限界応力比M 比体積v
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図－4 再現解析結果 
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図－5 揚重作業時の沈下量分布 
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